
　3月(弥生/いやおい）の歳時記   春到来！

　 ★

★ 彼岸　「寒さ暑さも彼岸まで」　　※春分の日：「自然をたたえ、生物をいつくしむ日」

★ ３．１１東日本大震災から６年目を迎える。
復興庁は、2016/3月で集中復興期間を終了し、新たに復興・創生期間とし2021.3で終了する予定。
あまりにも被害が甚大で、記憶が薄れる中で厳しい実態だけが残り計画の再検討が必要と考える。
昨年は熊本地震等、最近予期せぬ事象が各地で起こることから普段の危機意識が重要となります。

★ こよみ：桃の節句(3)、啓蟄(5)、ﾎﾜｲﾄﾃﾞｰ(14)、春分の日(20)、春の彼岸(17～23)

１ 安全衛生管理

①2016年度の労働災害速報（休業４日以上）   交通事故が増加！

原因(製造業）：挟巻込/6,484(-147)　転倒/4,544(+310)　墜落/2,614(+44)
　・全国の死亡災害：全/841人　製造業/156(19%+10)　建設業/277(33%-33)

　・全国の月別死傷災害（製造業）：２～４月多い（月20件/他月の1.5～2倍）
　・茨城県　死傷災害：全産業2,065件/製造業723件　死亡災害：全産業24件/製造業3件

②年度末の労働災害防止
年度末は、特に建設業が繁忙期を迎えるが、製造業においても上記通り2～4月にかけて死亡災害が増加。

周りに流されることなく『決め事は確実に守って』一息ついてからの行動を心がけましょう。

管理監督者は無理な作業計画を強いることなく、安全に作業を行わせる義務があります。

③インフルｴﾝｻﾞ、ノロウイルスの感染予防  　注意報発令中！
うがい・手洗いの励行。マスクの着用。適度な湿度の確保。生物に注意（ノロ）。
罹患したら上司に連絡し、症状が治まって４８時間は休養し、出社しない。

２ 法改正情報
特化物予防規則の一部改正情報(2017.1.1施工)　【経皮吸収物質取扱いの規制】
①留意事項：法改正教育、保護具着用管理責任者指名・実職務、作業時保護具の着用・終了時洗顔洗身の実施。

②改正概要　　【詳細は安全衛生委員会で説明済】所属長に確認ください。

対象物質の作業時の保護衣等着用の義務：事業者は、不浸透性保護具・塗布剤を常備する事。

③化学防護手袋に関する留意事項

使用に際しては、外観穴あきの確認、使用時間の設定（二重装着含）、脱ぐ際は体に付着しないように廃棄等。

④対象物質を取り扱っている職場は、発注先と確認・相談の上対応の事。

『危険な行為を見かけたら 「ヒトゴト」ではなく「ヒトコト」を！』
春季全国火災予防運動（3/1～7)

上巳の厄祓いの形式が、女の子が紙人形や調度で遊ぶ「ひいな遊び」と合

体し、ひな祭りとして発展してきた。（江戸時代あたりから雛飾りの風習）

いするようになり、現在も「流し雛」の風習に残る。

労働衛生に関する知識・経験者から保護具管理責任者を指名し、適正な選択・使用について指導・管理を行わせる。

彼岸(仏教用語)：煩悩の多い現世をこちらの岸「此岸（しがん）」、悟りの境地である来世を向う岸「彼岸」と呼ぶ。

仏教では、西方に浄土(極楽)があるとされ、太陽が真西に沈むことで場所を見極め、彼岸にいる先祖の供養と、

自分が往生した時西方浄土に行けるようお祈りするものと勝手に考えております。日本だけの風習と思います。

　・全国の死傷災害：全/105,770人　製造業/24,119(23%+25)　建設業/13,775(13%-484)

洗浄の設備設置義務新設：事業者は緊急水洗・うがい設備、更衣設備、洗濯設備を設けなければならない。

　作業従事時は、保護ﾒｶﾞﾈ・不浸透性保護衣・保護手袋・保護長靴を使用させる。労働者は着装厳守の事。

　作業従事者が汚染された場合、速やかに洗浄させ汚染を除去しなければならない。労働者は従う事。

ぼたもち

ご安全に！

※みんなが安全で安心して働けるよう、決め事を守って明るい職場を築こう！

原因(製造業）：挟巻込/57(+9)　墜落/24(±0)　※全産業で交通事故死が２０１人(24%)
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桃の節供（桃の節句・雛祭り・上巳の節供）　桃は邪気を祓う！

上巳(じょうし)は旧暦3月３日の節句、桃の花が咲く季節であることから「桃の

古代中国では上巳の日に川で身を清め不浄を祓う風習があり、日本にも伝

わりやがて紙で小さな人形を・形代を作り、穢れを移し川や海に流してお祓

節句」と呼ばれ、上巳とは３月最初の「巳(み)」の日の事。（後に３日に固定）

ひな祭りは、女の子の健やかな成長を願う行事。（男の子は端午の節句）


